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海藻に闘する化事的研究

会~2報「アナアヲサJ rアヲノ 9J
「クスバアヲノリ」中のアミノ酸に就て

高 木 光 造 く水産食品化学技蜜〉

CHEMICAL STUDIES ON THE SEAWEEDS. 

2 ・ ON THE AMINO ACIDS 0伺F、U肋lv官叩αりpe抑阿6仰例T付t匂伽仰8
Linzα申αr. crispαtα. 

Mi~suzo TAKAGI 

(Faculty of Fisheries， Hokkaido University) 

The llutritive ¥'llluc of thc proteill ill marillC algae おもobe determilled by the quality and 

quantity of amino acid胃 whichare present ill the protein of marille algac ・ IIIthe prcscnt 

study， by the method of the two-dimensional paper partitionchromatography， cmploying凶%
phenol叫 lfionas the first solvent， lllldwater satu削 edlutidine as the附 0凶
ita凶刷a叫t“ivedeωte白rn削.守匂n
伽 α ，B晶ηt伽e仰T側 or叩ph加αLinz切nza軌α， E，晶耐lt伽e仰仰r問.01η7仰 PμA加aLiω仰!"nzaα 申側αr. crisp α 仇 all marill 官 greell algae. 
The experimelltal results were obtailled as foUows: 

1) In Ulvαpertu8α， the presellce of hydrolyzate of cystinc， aspartic acid， gluもamicacid， gly-
cinc， thrco山 e，alanillc， valirw， a川 leucineWere rccognlzed (Fig. 1) 

2)・InEnteromorphαL仇zα，thc pl'escnce of hydrolyzate of cystine， aspartic acio， glutamic 

acid， glycinc. threOllillc， alanine， valine， leucine， and.pro1ine were rccognized. (Fig. 2) 
8め) In E1品1l伽 cm仰 PμAα ふ~1勾B叫 官叩附仇α仰肌Tれ cr向.

a肘cid正d，glutamic aeid， alal】ine，valine， leucillc， pro1ine， and hydroxyglutamic acid (?) w台。ιreco・
gnized. (Fig. 3) 

緒言

海藻内蛋白質のアミノM:組成に関しては従来二、ぎら研突が報告せられている以外殆んE考質せら

れているものがない。而して一般に海藻が陸上植物に比較しで下等であP簡単な生活機能を営む関係
から海藻の蛋白質中に合まれるアミノ酸の組成は陸ーと植物に比較して単純なものではなかろうかと推

察される所であるが、更に進んで、海藻相互間に於てもその系統発達句順位と蛋白質を構成しているア

γl授の組成との聞には何等かの相関k係のあることが予想されるものである。著者は前報ふと於て
Jアナアヲサ」蛋白質の特性を明らかにし、その窒棄の形態を実験して「アナアヲサ」蛋白質が他D
動植物蛋白質に比しモノプミノ態窒警が比較的多く塩基態窒素が他に比し少い事を立証したととろで

あるが、海藻の蛋白質の栄養価値を正確に決定するにはその構成アさノ酸の種類と量を明らかにした
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ーる上、之れが論及を行わたければならないことは勿論である。

?著者は以上の見地から維藻類中「アナアヲサJ(Ulvαpertusa l(.Tl?IIAf1l~λ 「アヲノJ} J (l?n. 

L伽仰ぐL.).J.1lG，人「ウスメアヲノリ J(l?nteromorpha Linzα叩 r.crispαtα J.1lG) 

を供試しその構成アミノ酸を二次元ベーバー・グロマトグラフ法により定性的に求めたのでその結果

をままに報告して参常に供するものである。

2 賞験試料並びに貰験方法

寅厳試料:・函館市外七重浜にて採取せる極めて新鮮なる「アナアヲサ」、「アヲ 7J} J、「ウスパ

アヲノ1)Jを水洗したる後風乾し、更に 1000Cの乾燥器中にて3P分間加温転燥して粉末とたし実験に

Table 1. Natl1re of the experimental substances. 

Jzrl hropemname ドolourI芯アg印 iD:zith
l I  matter)%1 

|・ !oliv斜-~." I 
加蜘抽 IUl叩 pertusaKJEIIMAN I ~';~'lIow I 5.附'2/5
Aonorl IEnteromorpha llincoln I 4.985 I 9/2 
I Linza (L.)J. AG green! 

U帥ト lEntemMrphaLinzα Icltrlne '3.6引 2/月
aonori vαr. crばpatαよAG 1....J.l，..LJ.u ll;J 

供した。第 1表は各試料の性献を示

せるものである。

寅験方法:・
1.塩酸加水分解物:試料約50mg

をとり lOc.cの 8N塩酸と共に封管中

で1()50_110oC に 24時間加熱加水

分解後時計皿上に糠ぎ出し湯浴上で

濃縮する。

2.パ Pグ加水分解物:試料50mgをとり lUc.cの10.%ノ〈リグ7.Kと共に封管中で1100Ctc24時間加熱加

J.K分解後時計瓜上に蘇ぎ出し酷酸で、中和し湯浴上で濃縮したる後指酸酸性としバPウム塩を分解する。

3.ベーバー・グロマトグラフ法:・400mJE方形の謡紙ぐ東洋掘紙No・めの一隅にアミノ酸として約

'O.5mg内外に相当する量の加水分解液を約7mmの範囲でつけぐ図十印〉、車ij操後錨紙のAB部をク Pツ

プでとめ円筒肢としCD辺をフェノーJレ(10%の水を添加〕を入れた浅い2f!-皿上に慢して立て溶媒を

酌毛細管現象で約3()cmの高さまで接透せしめる。(気密容器中 200C、約1昼夜を要す〉。戎いでブエノ

-Jレを加温完全に蒸発せしめ抱後語紙をBCでとめ直角方向に円筒に強きなおし第 1固と同様にAD

司辺よりルチジy (7.K飽和〉を蕗透せしめる。かLる2回の操作で各アミノ酸は先づCD辺土に展開さ

れ、女にその垂直上方に展開されるから結局躍紙上に二女元的に分離される。これへ 0.2ガエンヒ下

Pンのプグノール溶液を霧吹きで薄く吹きつけ 950CIc加湿すれff'アミノ酸存在部分が墨色して図示

ーの如きクロマトグラムが得られ、而して此の各墨色部分が如何なるアミノI設に基くかは共式:

Rf=アミノ酸の移動距離
溶媒の蓄量透距離

及てp.=ンヒド Pンによる墨色調により決定したものである。

3 貫験結果並びに考察

第 1 図~第 8 図は夫~ rアナアヲサJrアヲノJ}J及び「ウメノミアヲノ JJJの塩酸並びにバFグ7K
-加水分解液のベーバー・グロマトグラムを示したものである。

以上より「アナアヲサJrアヲノリJrウスノ弓アヲノロ」は何れも殆んど同ーのクロマトグラムが
ヰ尋られ、そのアミノ酸組成に大なる差異はないものと認められる。即ち「アナアヲサ」に於ては塩酸

加水分解液、バリグ7J<加水分解液共に宇ノスチン、アス〆ラギン酸、グルタミン酸、グJ}V' Y、ス νオ

且シ、アラ =γ、ifアりン、ロイシンが怜、出された。各アミノ酸により最小検出量が夫々異るので殿

密たるものでないがユンヒドリンによる各アミノ酸の墨色範囲よ P判断すればシスチン、グルグミン
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Fig. l-Fig. 3 Distribution on paper chromaもogramof amino acids obtaincd from Ulvαand 

Enteromor phαhydrolyzate: 1. Cystine (red) 2. Aspartic acid (purple)弘GlutamI::田id(purple blue) 
4・Glycine(red purple) 5. Threonine (purple) 6. Alanine (red purple) 7. Valine (red purple) 8. Leucine 
0・edpurple) 9. Pro1ine (yellow) 10・Hydroxy-glutamicaeid (?) (purple blue) 
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、グ1}yン、ス νォ=シ、アラーシ、グア1}:y、ロイシシむ含量が比較的多くアスバラギシ酸の含

量が比較的少かった。

一方「アヲノ1}Jに於ては塩酸加水分解液中には前者と同ビ〈クスチy 、アスバラギン酸、グルグ
三ン酸、グ1}~:y、ス νオー:y.アラ=，:y、グアリ y、ロイシンが検出されたが=シヒ下 Pンによる・

墨色調から判断すればグルグミン酸、グ1}~:y、アラニン、グア1}:Y、ロイシシの含量が比較的多く

ルγスチシ、アスパラギン酸、ス ν:;d--=-Yの含量は比較的少いものと考えられる。殊にパ Fグ水加水分

解液中にス νオ品シの存在が確認されなかったが、かくの如ぎオキシアミノ酸はパ Y~ にて相当分解

されるものと思われる。叉バFグ71<加水分解液中にのみプロ Pシの存在が認められた。

「ウスパアヲノリ」に於ては前者とほ Y 同様のアミノ酸が検出されたが塩酸、ノ~Y グ 71<両カ日水分解

i 液共にスレオユシの存在は認められないがプロ]}:yの存在は顕著にみられ、品ンヒ下 ]}Yによる墨色

調より判断すれぽグPシン、アラ ='Y、グア y :y、ロイ~:y、プロ1}:Yの含量が比較的多いと思考せ

られる。骨塩酸加水分解液中tc恐らくはハイ下ロ・オキシ・グルグミシ酸と居、われる点の存在を認めた。

以上を通ヒて何れもヂアミノ酸の中アルギ==-:y、ヒスチヂシ並びに]}v-ン及びモコノアミノ酸の中チ

ロy:yの存在はグロマトグラム上では検出されなかったのであるが之等のアミノ酸は他のアミノ酸に

比し、最小検出量の犬たるととが一般に知られており、随って之を以て以上のアミノ酸が皆無である

ξ速断するととは赦されたい。

何れにしても以上の実験より「アナアヲサJrアヲノ1}J及び「ウスメアヲノ YJ蛋白質中のアミ
ノ酸の組成は比較的単純であり、栄養上不可欠のアミノ酸たる1}v~:Y、ヒスチヂ:y~アルギ=シ、チ

官官>，:y、フヱエルアラーγ、ト Fプトファン、メチオ=ン等の存在は極めて撰わしく、障ってζれら

;の務藻蛋白質の栄養価値は他の窓植物蛋白質に比し遺かに劣るものと息われる。

4総括

事藻内蛋白質の栄養価値は其の構成アミノ酸の種類と量とに左右せられるものである。依って著者

は二女元ペーバー・グロマトグラフ法に従い、「アナアヲサ」、「アヲノ1}J、「ウスパアヲノ)}Jを
供試してアミノ酸の検出を行った。

1. rアナアヲサ」蛋白質の構成アミノ酸としてシスチシ、アスバラギン酸、グルグミン酸.グ F
歩シ、スレオ ==-Y、アラ早シ、グアJ):Y、ロイシシの存在を認めた。

2. rアヲノ ]}J蛋白質‘の構成アミノ酸としてYスチン、アスパラギン酸、グルグミン酸、グJ)y
v、スνォ==-:y、アラ==-:Y、グア J}y 、ロイシシ、プロ':Yの存・在を認めた。

、3. rウスバアヲノ)}J蛋白質の構成アミノ酸としてシスチン、アスバラギシ酸、グルグミン酸、
Jダ明記ンシ、アラーシ、グア翌シ、ロイシン、プロ Fン及び恐らくはハイドロ・オキシ・グルグミン酸の

存在を認めた。

ヨド研ヲZは文部省科学研筑:貨によ Pて遂行し:得たのである。記して文部省に対して謝意を表する。又
事~þ に臨み本報告の僻校関を賜わった本学部教授農学博士、医学博士村岡喜一先生に探甚たる謝意を

表する次第である。
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